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国　税／�平成25年分所得税の確定申告
� 2月16日〜3月17日

国　税／�個人の青色申告の承認申請� 3月17日
国　税／�贈与税の申告� 2月1日〜3月17日
国　税／�2月分源泉所得税の納付� 3月10日
国　税／�個人事業者の25年分消費税の確定申告

� 3月31日
国　税／�1月決算法人の確定申告

（法人税・消費税等）� 3月31日
国　税／�7月決算法人の中間申告� 3月31日
国　税／�4月、7月、10月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合）� 3月31日
地方税／�個人の都道府県民税、市町村民税、事業税

（事業所税）の申告� 3月17日

3 2014（平成26年）

４月から郵便料金引上げに　消費税の4月からの引上げに伴い、郵便料金が引き上げら
れ、通常ハガキは50円から52円に、定形郵便物（封書）の25g以下は80円から82円になり
ます。これに合わせて、2円や52円、82円等の切手が本年3月3日から新たに発行されます。
80円の切手は在庫がなくなり次第販売終了となります。
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◆  3 月 の 税 務 と 労 務 3月 （弥生）MARCH

21日・春分の日
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3月号─2

　

近
年
、
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
の
発
表

や
行
列
の
で
き
る
お
店
の
紹
介
な
ど

メ
デ
ィ
ア
で
も
話
題
の「
道
の
駅
」。

ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る
と
全
国
の
至

る
と
こ
ろ
で
道
の
駅
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
車
で
の
旅
行
や

レ
ジ
ャ
ー
、
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
の
際

に
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る

休
憩
施
設
が
増
え
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
は
大
変
便
利
な
施
設
で
す
。

　

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
グ
ル
メ
が

味
わ
え
、
温
泉
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
楽
し
め
、

ま
た
、
道
の
駅
弁
当
、
切
符
な
ど
の

販
売
、
温
泉
や
家
族
湯
が
あ
っ
た
り

し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
様
化
す
る
機
能
を

反
映
し
、
道
の
駅
そ
の
も
の
を
目
的

地
と
し
た
観
光
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
を
参
考
に
、
道
の
駅
の
現
状

や
機
能
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
道
の
駅
」
と
は

　

道
の
駅
は
、
国
土
交
通
省
（
制
度

開
始
時
は
建
設
省
）
に
よ
り
登
録
さ

れ
た
、
休
憩
施
設
と
地
域
振
興
施
設

が
一
体
と
な
っ
た
道
路
施
設
を
い
い
、

道
路
利
用
者
の
た
め
の「
休
憩
機
能
」、

道
路
利
用
者
や
地
域
の
人
々
の
た
め

の
「
情
報
発
信
機
能
」、
道
の
駅
を
核

と
し
て
そ
の
周
辺
地
域
の
町
が
連
携

す
る
「
地
域
の
連
携
機
能
」
と
い
う

三
つ
の
機
能
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
旅
の
途
中
で
、

休
憩
の
場
、
買
い
物
の
場
、
道
路
交

通
情
報
、
観
光
情
報
、
食
事
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
求
め
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
ド
ラ
イ
バ
ー
の
要
求
を
満
た

す
こ
と
が
、
地
域
発
展
の
メ
リ
ッ
ト

に
も
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
地
元
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
道
の
駅
は

個
性
を
広
げ
、
よ
り
魅
力
的
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

①
　「
休
憩｣

ニ
ー
ズ

　

道
の
駅
の
利
用
目
的
は
、
休
憩
と

ト
イ
レ
の
利
用
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
の
利
用
者

の
大
半
が
、
道
の
駅
を
旅
行
の
行
程

に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

②
　「
情
報
発
信｣

ニ
ー
ズ

　

道
の
駅
の
利
用
者
の
大
半
に
、
地

域
の
道
路
情
報
や
歴
史
・
文
化
・
観

光
等
の
情
報
発
信
等
の
公
的
な
施
設

と
し
て
の
役
割
が
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

③
　「
地
域
の
連
携｣

ニ
ー
ズ

　

道
の
駅
の
利
用
者
は
、
食
事
や
地

域
の
特
産
品
の
買
い
物
を
目
的
と
し

て
お
り
、
地
域
か
ら
の
提
供
の
場
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
に
一
千
か
所

　

地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
道
路

利
用
者
に
快
適
な
休
憩
と
多
様
で
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設

と
し
て
道
の
駅
は
、
平
成
二
十
五
年

十
月
十
一
日
ま
で
に
一
、〇
一
四
駅

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
　
道
の
駅
の
は
じ
ま
り

　

平
成
三
年
一
月
に
中
国
地
域
づ
く

り
交
流
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で

「
道
路
に
も
鉄
道
の
よ
う
な
駅
が
あ
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
提

案
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
検
討
が
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
高
速
道
路
に
は
二
十
四
時

間
自
由
に
利
用
で
き
る
休
憩
所
で
あ

る
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）
や
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
道
の
公

的
な
休
憩
所
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、

民
間
経
営
に
よ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売

店
を
併
設
し
た
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
が
休

憩
所
の
役
目
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
二
十
四
時
間
自
由
に
利
用
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
自
動
車
社
会
の
進
展
に
よ

り
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
こ
と
が

増
え
、
高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の

よ
う
に
一
般
道
に
お
い
て
も
誰
も
が

二
十
四
時
間
自
由
に
利
用
で
き
る
休

憩
施
設
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
設
で
は
、
道

路
利
用
者
に
対
し
て
そ
の
地
域
の
文

化
・
名
所
・
特
産
物
な
ど
を
活
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
望

〜
近
年
人
気
の

　
　「
道
の
駅
」

　
　
　
　
　
　
　
　と
は
〜
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3─3月号

ま
れ
、
さ
ら
に
、
鉄
道
の
駅
の
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
核
と
な
り
、

道
路
を
介
し
た
地
域
連
携
が
促
進
さ

れ
る
な
ど
の
効
果
も
期
待
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
三
年
十
月
か
ら
山

口
県
、
岐
阜
県
、
栃
木
県
で｢

道
の

駅｣

の
実
験
が
開
始
さ
れ
、
地
元
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
地
元
の
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
お
い
て
大
き
な
効
果

が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
活
性
化

に
係
る
様
々
な
効
果
が
報
告
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
平
成
三
年

度
に
交
通
安
全
事
業
の
対
象
事
業
に

道
の
駅
の｢

駐
車
場｣

が
追
加
さ
れ
、

平
成
五
年
一
月
に
は｢

道
の
駅｣

の

提
言
が
出
さ
れ
、
翌
月
に
は｢

道
の

駅｣

の
整
備
に
つ
い
て
の
要
綱
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
四

月
二
十
二
日
に
は
全
国
一
〇
三
か
所

の「
道
の
駅
」が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
に
地
方
の
幹
線
道
路
か
ら
整
備

が
開
始
さ
れ
、
東
京
な
ど
大
都
市
周

辺
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
十
九
年
四
月
、
八
王
子
市
に
東

京
都
初
の
道
の
駅
（
八
王
子
滝
山
）

が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在

は
、四
十
七
都
道
府
県
す
べ
て
に「
道

の
駅
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
　
道
の
駅
が
で
き
る
ま
で

「
道
の
駅
」
設
置
の
要
件

　

道
の
駅
は
、
二
十
四
時
間
利
用
可

能
な
一
定
数
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
ト

イ
レ
、
二
十
四
時
間
利
用
可
能
な
電

話
、
情
報
提
供
施
設
を
備
え
た
施
設

で
あ
る
こ
と
が
登
録
の
条
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
道
路
や

地
域
の
情
報
を
提
供
す
る
案
内
人
が

置
か
れ
、
そ
の
地
域
の
自
主
的
工
夫

の
な
さ
れ
た
施
設
が
設
置
さ
れ
、
そ

の
地
域
の
文
化
・
名
所
・
特
産
物
な

ど
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
（
農
産
物

直
売
所
、
売
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
）

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
六
年
十
月
に
発
生

し
た
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
道
の

駅
が
道
路
利
用
者
や
周
辺
住
民
の
避

難
場
所
と
な
り
、
炊
き
出
し
や
仮
設

住
宅
が
供
給
さ
れ
る
と
と
も
に
、
被

害
状
況
や
周
辺
住
民
の
安
否
確
認
な

ど
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
利
用
さ

れ
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
防
災
拠
点
機
能
が

追
加
さ
れ
、
断
水
時
で
も
使
用
可
能

な
ト
イ
レ
、
非
常
食
・
飲
料
水
の
備

蓄
、
停
電
時
の
非
常
用
電
源
の
確
保

等
が
な
さ
れ
た
道
の
駅
も
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。
道
路
管
理
者
の
国
や

都
道
府
県
が
基
本
的
な
施
設
で
あ
る

駐
車
場
や
ト
イ
レ
を
整
備
し
、
市
町

村
、
ま
た
は
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の

公
的
な
団
体
が
地
域
側
施
設
を
設
置

す
る
形
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目

　

道
の
駅
は
、「
休
憩
機
能
」「
情
報

発
信
機
能
」「
地
域
の
連
携
機
能
」

の
三
つ
の
基
本
機
能
を
持
ち
な
が
ら
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
地
域
の
複

合
型
商
業
施
設
・
観
光
施
設
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
メ
デ
ィ
ア
で
は
多
様

な
機
能
を
備
え
た
大
規
模
な
道
の
駅

が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ

る
一
方
で
、
地
道
に
「
地
域
に
根
付

い
た
個
性
豊
か
な
賑
わ
い
の
場
」
と

し
て
機
能
し
て
い
る
小
規
模
な
「
道

の
駅
」
も
存
在
し
ま
す
。

　

今
後
も
道
の
駅
が
、
地
域
の
人
々

や
道
路
利
用
者
に
支
持
さ
れ
続
け
る

た
め
に
は
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
規
模
の
大
小
に
と
ら
わ
れ

ず
、適
切
な
機
能
と
役
割
を
選
択
し
、

利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

道の駅ができるまで

「道の駅」の
整備計画策定

コンセプト・施設計
画等の調整「道の駅」
に関する協定

「道の駅」OPEN

登　録
市町村等が
単独で整備
する施設

※市町村等が、単独で
整備した施設につい
ては、「道の駅」の
コンセプトを満たす
施設であれば、その
施設のある都道府県
の関連する道路管理
者が推薦することを
証明する資料を添え
て申請し、整備する
ことが可能

市町村及び道路管
理者が共同整備す
る施設等の整備

道路管理者が整備
する駐車場等の休
憩施設等の整備

市町村等が整備す
る地域振興施設等
の整備

休憩施設の
計画・構想

地域振興施設等の
計画・構想

市町村等 道路管理者
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　もうすぐ４月。初々しい新入社員が登場
する季節となりましたが、入社３年後には
中卒７割、高卒５割、大卒３割が退職する
と言われています。
　「離職率」とは、ある時点で仕事に就い
ていた労働者のうち、一定の期間のうちに
どれくらいがその仕事を離れたかを比率と
して表す指標です。この値が高ければ、労
働者がその仕事に定着しにくく入れ替わっ
ていくと考えられ、逆に低ければ、労働者
がその仕事に定着し転職や産業間移動が行
われにくくなっていると考えられます。離
職率と同じ現象を、どれくらいの労働者が
その仕事に残っているかという観点で捉え
る場合は「定着率」が用いられます。
　企業における離職率は、ある時点でその
企業に雇用されている労働者のうち、一定
期間の間に雇用関係を解消し、職を離れた
者の比率をいいます。起算日から、一定期

間の離職者数を、起算日の在職者数で除す
るのが一般的な方法ですが、新入社員につ
いて３年間程度の期間で離職率を求めたり
することもよくあります。
　労働市場における離職率は、厚生労働省
が労働市場の動向を捉える指標として計算
し公表しています。最も一般的なものは、
雇用動向調査に基づいて算出されるもの
で、「年初の常用労働者数に対する離職者
数の割合」と定義されています。同省が行
う調査は、抽出調査であり、離職率の計算
は推計値に基づいて行われています。
　近年問題となっている若者に過酷な労働
を強いる「ブラック企業」対策として、厚
生労働省は、ハローワークを通じて大学生
や大学院生を採用した企業に対し、離職率
の公表を求めることを決めました。2015
年春の大卒等の求人票から、過去３年間の
採用者数と離職者数の記入欄を設け、抑止
効果が期待されています。

　旅行口コミサイト“トリップアドバイザ
ー ”の「口コミで選ぶ朝食のおいしいホテ
ル2013」（2012年の1年間に日本のホテ
ルに対して投稿された日本語の口コミをス
コア化して集計）によりますと、「ホテル
ピエナ神戸」が1位の栄冠に輝きました。
　以下、2位「ラビスタ函館ベイ」、3位「ホ
テル日航金沢」、4位「ホテルロコアナハ」
（那覇）、5位「城山観光ホテル」、6位「ホ
テル日航アリビラヨミタンリゾート沖縄」、
7位「ホテルJALシティ長野」、8位「セン
チュリーロイヤルホテル」（札幌）、9位「旭
川グランドホテル」、10位「沖縄かりゆし
アーバンリゾートナハ」と続いています。
　お洒落なイメージの神戸の他、北海道と
沖縄は人気が高いですね。一日の活力はお
いしい朝食から!皆さんも一度足を運んで
みてはいかがでしょうか。

　「
餅
は
餅
屋
」
と
は
、
餅
は
餅
屋

の
つ
い
た
も
の
が
一
番
う
ま
い
こ
と

か
ら
、
何
事
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
家
に
任
せ
る
の
が
一
番
と
い

う
こ
と
の
た
と
え
で
す
。

　
こ
の
言
葉
は
、
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス

領
域
を
ど
こ
に
お
く
か
を
端
的
に
言

い
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
自
分

で
う
ま
く
で
き
な
い
こ
と
を
何
と
か

頑
張
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
よ
り
は
ア

ウ
ト
ソ
ー
ス
し
て
し
ま
う
、
自
分
は

得
意
な
こ
と
に
集
中
し
て
経
験
を
蓄

積
さ
せ
、そ
こ
で
勝
負
す
れ
ば
い
い
、

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
で
は
、
何
を
ア

ウ
ト
ソ
ー
ス
し
、
何
に
集
中
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
戦
略
に
よ
っ

て
や
り
方
が
色
々
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
単
純
に
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
は
何
屋
な
の
か
、
お
客
様
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
、
を

よ
く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〜離職率とは？〜

朝食のおいしいホテル2013
〜
餅
は
餅
屋
〜


